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内部質保証の考え⽅

PDCAサイクル等を適切に機能させることによって、質の向上を図り、教育・学習等が
適切な⽔準にあることを⼤学⾃らの責任で説明・証明していく学内の恒常的・継続
的プロセス。（新⼤学基準より）

教育の充実と学⽣の学習成果の向上

３つのポリシーに基づく学位プロ
グラムの体系化

教学に関するガバナンスとマネ
ジメントの確⽴

質の向上 質の保証・説明責任 継続的・恒常的プロセス

情報公開の推進エビデンスに基づく⾃⼰点検・
評価



全学内部質保証推進組織

３ポリシーの設定とそれに基づく学位プ
ログラムの体系化

ポリシーに則した教育活動教育活動の検証

検証結果を踏まえた改善・改⾰と情報
公開

内部質保証の仕組み（例）

学部、研究科その他の組織

運営・支援

・３ポリシーの設定 ・学習成果の明確化

・学習成果を修得させるための体系的カリキュラム編成

・効果的教授法の開発 ・厳格な成績評価の確⽴
など

・シラバスの作成
・FDの実施 ・効果的な教育⽅法の展開

・学⽣の学習の活性化

・厳格かつ適正な成績評価と単位認定

・学位プログラムを修得するに相応しい⼊学者の確保

など

・学部・研究科単位での⾃⼰点検・評価
DP、CP、APの適切性、CPに基づくカリキュラム
編成とその体系性、教育⽅法の適切性、学修成
果の把握・評価、学修⽀援の適切性、教員組織
の適切性、⼊学者の受⼊れの適切性などが対象

・学外者による学位プログラムの検証（プログラム・レ
ビュー）の実施

・⾃⼰点検・評価結果や学外者による検証結果などを
踏まえた改善計画の策定とその実施
・全学内部質保証推進組織に対する改善の進捗状況
の報告
・年次報告書の公表 など

など

⼤学全体の取組状況を常に
把握しながら、部局に対して
必要な指⽰を与え調整を図
るなど、学内の取組を促進さ
せる

３つの⽅針に基づく教育活
動、その検証及び改善・改⾰
の⼀連のプロセスが適切に展
開するよう運営



内部質保証システムが有効に機能しているかどうかの判断

「⼤学基準及びその解説」から⾒えてくる視点

組織性

客観性 透明性

継続性

教育の充実と学
生の学習成果
の向上に向けた
ムーブメント




